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佐
、
日
田
、
佐
伯
で
も
合
同

店
舗
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

入
っ
た
。
18
年
に
は
大
分
市

宮
崎
に
大
分
ト
ヨ
タ
、
ネ
ッ

ツ
ト
ヨ
タ
東
九
州
の
共
同
本

社
お
よ
び
両
本
店
を
開
設

し
、
協
業
体
制
を
強
化
し
て

き
た
。
設
備
共
有
に
よ
る
運

営
合
理
化
、
顧
客
利
便
性
の

強
化
を
目
的
に
ト
ヨ
タ
店
、

ネ
ッ
ツ
店
で
敷
地
と
設
備
を

共
有
す
る
店
舗
の
出
店
も
拡

大
し
て
お
り
、
13
年
の
臼
杵

店
を
皮
切
り
に
、
別
府
、
宇

創
業
。
戦
時
統
制
経
済
の
下

で
、
国
策
と
し
て
大
分
県
に

お
け
る
自
動
車
と
部
品
の
供

給
を
行
う
会
社
と
し
て
ス
タ

ー
ト
し
た
。
そ
の
後
、
48
年

に
現
在
の
社
名
と
な
り
、
戦

後
の
激
動
の
時
代
を
乗
り
越

え
な
が
ら
業
態
を
拡
大
。
モ

ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展

と
と
も
に
、
移
動
の
自
由
や

暮
ら
し
の
豊
か
さ
を
創
出

し
、
地
域
交
通
の
安
全
と
安

心
を
支
え
る
こ
と
で
、
地
元

大
分
と
と
も
に
着
実
に
成
長

し
て
き
た
。

79
年
に
は
同
社
か
ら
分
離

独
立
す
る
形
で
、
ト
ヨ
タ
ビ

ス
タ
大
分
（
２
０
０
４
年
に

ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
東
九
州
に
社

名
変
更
）
と
大
分
ト
ヨ
タ
フ

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
（
現
・
ト
ヨ

タ
Ｌ
＆
Ｆ
大
分
）
が
設
立
・

営
業
を
開
始
し
た
。

そ
の
後
、
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ

東
九
州
は
２
０
０
５
年
に
大

分
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
傘
下
に

20
拠
点
と
な
っ
た
。
従
業
員

数
は
３
９
０
人
ほ
ど
。
初
年

度
の
新
車
販
売
目
標
は
年
間

約
４
９
０
０
台
（
レ
ク
サ
ス

含
む
）
、
中
古
車
は
約
２
０

０
０
台
。
年
間
売
り
上
げ
は

約
２
８
０
億
円
を
目
指
す
。

大
分
ト
ヨ
タ
は
１
９
４
２

年
に
「
大
分
県
自
動
車
配

給
」
と
し
て
大
分
市
中
島
で

経
営
統
合
に
は
、
自
動
車

業
界
が
「
１
０
０
年
に
１
度

の
変
革
期
」
と
呼
ば
れ
る
中

で
、
本
社
機
能
の
統
合
に
よ

る
経
営
の
合
理
化
を
図
る
狙

い
が
あ
る
。
ま
た
、
２
０
２

０
年
に
ト
ヨ
タ
車
の
全
車
種

併
売
が
解
禁
さ
れ
た
こ
と
も

合
併
を
進
め
た
背
景
の
一
つ

だ
。
大
分
ト
ヨ
タ
は
法
人
営

業
や
大
口
顧
客
に
強
固
な
基

盤
を
有
す
る
一
方
、
ネ
ッ
ツ

ト
ヨ
タ
東
九
州
は
若
年
層
を

中
心
と
し
た
顧
客
へ
高
い
訴

求
力
を
備
え
て
い
る
。
異
な

る
領
域
で
競
争
優
位
性
を
発

揮
し
て
き
た
２
社
の
強
み
を

合
わ
せ
、
「
１
＋
１
＝
２
」

以
上
の
成
長
に
つ
な
げ
、
顧

客
に
対
す
る
提
供
価
値
を
最

大
化
し
て
い
く
。

統
合
に
よ
っ
て
、
販
売
店

網
は
ト
ヨ
タ
、
ネ
ッ
ツ
、
レ

ク
サ
ス
合
わ
せ
て
大
分
県
内

の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て

も
、
足
元
を
見
つ
め
、
お
客

様
に
選
ば
れ
続
け
る
会
社
で

あ
る
こ
と
が
重
要
だ
。
現
場

の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、

共
に
考
え
、
共
に
前
に
進
ん

で
い
き
た
い
」
と
伝
え
た
。

さ
ら
な
る
飛
躍
に
向
け
、

新
た
な
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立
っ
た
大
分
ト
ヨ
タ
。
同
社

の
社
是
「
誠
実
・
感
謝
・
奉

仕
」
の
精
神
を
守
り
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
必

要
不
可
欠
な
自
動
車
販
売
店

と
し
て
発
展
を
続
け
て
い

く
。

６
月
１
日
に
は
完
全
統
合

を
記
念
し
、
新
体
制
発
足
式

を
開
い
た
。
渡

敎
和
会
長

が
社
員
ら
に
「
新
会
社
に
お

い
て
も
一
人
一
人
が
力
を
発

揮
し
、
互
い
に
尊
重
し
合

い
、
新
た
な
歴
史
を
築
い
て

い
け
る
と
確
信
し
て
い
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
新
人
事
を

紹
介
。
渋
谷
新
社
長
は
「
自

動
車
業
界
は
大
き
な
変
革
の

時
代
を
迎
え
て
い
る
が
、
ど

特集

た
、
残
価
設
定
型
ロ
ー
ン
を

活
用
し
た
新
車
の
代
替
需
要

喚
起
に
も
力
を
入
れ
る
」

「
統
合
に
よ
っ
て
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
取

り
組
み
を
一
層
推
進
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
重
要
な

の
は
大
き
さ
よ
り
も
中
身

だ
。
社
員
と
と
も
に
成
長
す

る
会
社
を
目
指
し
、
一
人
一

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
何
よ
り
も
大
事
に
し
て

い
き
た
い
。
ベ
テ
ラ
ン
か
ら

若
手
ま
で
誰
も
が
活
躍
で
き

る
会
社
づ
く
り
を
進
め
、
地

域
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
最
良

の
会
社
を
築
い
て
い
く
」

ら
、
お
客
さ
ま
に
こ
れ
ま
で

以
上
の
価
値
を
提
供
し
て
い

く
」―

激
し
い
業
界
の
変
化
の

中
で
の
か
じ
取
り
に
な
る
が

「
電
動
化
な
ど
の
業
界
の

革
新
へ
の
対
応
だ
け
で
な

く
、
物
価
高
な
ど
の
諸
問
題

も
あ
る
。
社
員
の
生
活
を
守

る
た
め
に
も
、
バ
リ
ュ
ー
チ

ェ
ー
ン
の
強
化
で
収
益
基
盤

を
強
固
に
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
。
こ
れ
ま
で
通
り
新

車
１
台
１
台
を
大
事
に
売
っ

て
い
く
だ
け
で
な
く
、
下
取

り
を
増
や
し
て
中
古
車
事
業

を
強
化
し
て
い
き
た
い
。
ま

合
を
進
め
て
い
く
の
か

「
旧
２
社
の
違
い
を
壁
で

は
な
く
成
長
の
チ
ャ
ン
ス
と

と
ら
え
、
お
互
い
の
良
い
と

こ
ろ
を
学
び
、
課
題
解
決
に

向
け
て
補
い
合
っ
て
い
き
た

い
。
大
分
ト
ヨ
タ
は
法
人
営

業
、
大
口
顧
客
へ
の
豊
富
な

経
験
が
強
み
で
、
ネ
ッ
ツ
ト

ヨ
タ
東
九
州
は
若
年
層
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
が
得
意
だ
。
お

互
い
の
長
所
を
伸
ば
し
な
が

経
験
は
、
か
け
が
え
の
な
い

財
産
に
な
っ
て
い
る
。
多
く

の
先
達
が
積
み
重
ね
て
き
た

努
力
と
挑
戦
の
重
み
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
、
次
の
世

代
へ
と
つ
な
い
で
い
く
責
任

を
感
じ
て
い
る
」

―
ど
の
よ
う
に
２
社
の
統

ざ
ま
な
改
善
に
取
り
組
み
、

組
織
と
し
て
成
長
し
て
き
た

導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ネ

ッ
ツ
ト
ヨ
タ
東
九
州
で
さ
ま

し
、
40
年
以
上
自
動
車
業
界

に
携
わ
っ
て
き
た
。
渡

敎

和
会
長
、
三
宮
邦
雄
前
社
長

を
は
じ
め
諸
先
輩
方
に
ご
指

―
大
分
ト
ヨ
タ
の
社
長
に

就
任
さ
れ
て
の
感
想
は

「
長
い
歴
史
と
伝
統
を
誇

る
大
分
ト
ヨ
タ
の
経
営
を
担

う
こ
と
に
な
り
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
だ
。
ト
ヨ
タ
ビ

ス
タ
大
分
（
そ
の
後
の
ネ
ッ

ツ
ト
ヨ
タ
東
九
州
）
に
入
社

〈
プ
ロ
フ
ィ
ル
〉
し
ぶ
や
・
ひ
さ
し

１
９
８
３
年
ト
ヨ
タ
ビ

ス
タ
大
分
（
現
大
分
ト
ヨ
タ
）
入
社
。
２
０
０
６
年
10
月
新
車
部

長
、
08
年
５
月
取
締
役
、
11
年
５
月
常
務
、
15
年
５
月
専
務
な
ど

を
経
て
、
19
年
５
月
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
東
九
州
社
長
に
就
任
。
１
９

５
８
年
１
月
生
ま
れ
、
68
歳
。
大
分
市
出
身
。

ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
東
九
州
社
長
の
渋
谷
久
志
氏
が
、
新

生
大
分
ト
ヨ
タ
の
社
長
に
就
任
し
た
。
激
動
の
時
代
の

中
で
大
分
の
自
動
車
業
界
を
リ
ー
ド
す
る
同
社
の
か
じ

取
り
を
担
う
渋
谷
新
社
長
に
話
を
聞
い
た
。

大
分
ト
ヨ
タ
と
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
東
九
州
は
、
大
分
ト
ヨ
タ
を
存
続

会
社
と
し
、
４
月
に
合
併
し
た
。
６
月
に
は
本
社
機
能
の
統
合
が
完

了
し
、
渋
谷
久
志
新
社
長
以
下
、
新
役
員
体
制
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
。
店
舗
運
営
に
お
い
て
は
長
年
親
し
ま
れ
て
き
た
ネ
ッ
ツ

ト
ヨ
タ
東
九
州
の
屋
号
を
残
し
つ
つ
、
統
合
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ

ッ
ト
を
生
か
し
て
さ
ら
な
る
発
展
に
取
り
組
む
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て

き
た
両
社
の
強
み
を
合
わ
せ
て
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
信
頼
さ
れ
、

成
長
を
続
け
る
企
業
を
目
指
す
。

別府店

佐伯店

合
同
店
舗
化
に
よ
る
経
営
合
理
化
も
進
む

大分市宮崎の本社、およびトヨタ、ネッツ両本店

本
社
で
開
か
れ
た
新
体
制
発
足
式

｢１＋１２｣以上に顧
客
へ
の
提
供
価
値
を
最
大
化

渋
谷
久
志
社
長

規模より中身規模より中身

努
力
と
挑
戦
の
重
み
を
次
代
に
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